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健康・生活 
・生活リズムを整えることや基本的な生活習慣が身に付くよう、おやつや排泄、

着替えなどの場面で、お子さんに合った支援を一緒に考えます。 

運動・感覚 

・戸外遊び、リズム運動など、全身を使った遊びを計画し、親子で体を動かし
ながら楽しさを共有します。 

・感触遊び（小豆、花紙、水、ボール、粘土など）で、感覚の特性に応じた支
援を行いながら、遊びの楽しさを感じられるようにします。 

認知・行動 

・予定を絵カードで知らせたり、待つ場所を足型で知らせたりするなど、視覚
的に分かりやすい環境を整えて生活できるようにします。 

・日頃の生活の中で、色や形、数に興味が持てるようにしたり、遊びに取り入
れ、楽しみながら、好きな遊びを広げていきます。 

言語 
コミュニケーション 

・好きな遊びを探り、楽しい気持ちを共感しながら発声を促し、言葉につなが
るよう支援します。 

・自分の気持ちをジェスチャーやサインで表現できるように方法を伝えていき
ます。 

人間関係 
社会性 

・ふれあい遊びやスキンシップを活動に多く取り入れ、親子の絆が深まるよう
にしていきます。 

・親子一緒に活動に参加しながら、少しずつ友だちに興味を持ち、いろいろな
関わり方が学べるようにしていきます。 

家族支援 
・親子で通園し、お子さんに分かりやすい言葉がけや行動を一緒に考えていきます。 
・講演会や交流会などで、保護者同士の繋がりが広がるよう支援します。 
・子育てに関して困ったことや悩むことなどありましたら、いつでも相談に応じます。 

移行支援 
・子ども未来園の生活を知り、少しずつ集団生活を体験しましょう。 
・就園先と連携を図り、支援の方法などを共有し、スムーズに移行できるようにしています。 

地域支援 
地域連携 

・保健師と密に連携を取り、地域の子ども達の発達について一緒に考えています。 
・子ども未来センターを中心に、子ども未来園や幼稚園、保育園、小学校との連携を図ってい

ます。 
・相談支援事業所と連携を取りながら、支援者会議等で子どもの成長を共に見守っています。 

職員の 
質の向上 

・一年に２回、療育支援事業を開催し、療育や支援方法などの振り返りを行っています。 
・月１回、療育支援相談員による職員勉強会を開催し、指導を受けています。 

主な行事 
誕生会、避難訓練、講演会、保護者交流会、リズム交流、園交流、ОB 交流会、遠足、 

家族ふれあいデー、修了式など 

 

事業所名 犬山市児童発達支援事業実施施設こすもす園 作成日 令和 7 年 1 月 

法人理念 
・親子通園により、お子さんは安心感の中で保育士や友だちに興味を持ち、少しずつ社会性を養

う。 
・保護者は、子の様子を見ながら支援の手立てを見つける。 

支援方針 
・お子さんが自立の促進、生活の質の向上を図ることができるよう、お子さんの心身の状態に合

わせた適切な児童発達支援を提供する。 

開館時間 ・月曜日～金曜日（祝日及び年末年始を除く） 午前９時から午後４時 

支援内容 

支援プログラム 


